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・上記要請の結果、紹介のあった個別企業等への登録の要請

（５月～６月の２ヶ月に亘り集中的に要請）
・既社会実験登録事業者(303社)に対して再登録の要請(５月)

参加事業者確保に向けた取組

１－① 平成29年３月のとりまとめを踏まえた
その後の措置<1/2>

・平成29年５月30日…追加募集開始のプレスリリース(申請受付期間：5/31～6/28まで)
・平成29年７月18日…追加登録事業者（12事業者）の公表
・平成29年12月20日…追加募集開始(申請受付期間：12/20～随時受付)
・平成30年 ２月７日…追加登録事業者（１事業者）の公表

社会実験登録事業者の募集

・社会実験の再実施にあたり、以下を改正（平成29年５月31日）
「ＩＴを活用した重要事項説明に係る社会実験のためのガイドライン」
「ＩＴを活用した重要事項説明に係る社会実験の広告に関するガイドライン」

ガイドラインの改正



社会実験開始に向けた周知措置（チラシの作成等）
・チラシを作成しホームページに掲載。さらに、専門誌に記事掲載を依頼するなど社会
実験再実施を知らせるための積極的な広報の展開。

３

＜チラシ＞ ＜掲載記事例＞

１－① 平成29年３月のとりまとめを踏まえた
その後の措置<2/2>

［日刊不動産経済通信］

［R.E.port］

［住宅産業新聞］



追加登録事業者数 １３社
全登録事業者総数 ３１２社（既存登録 ２９９社※）

１－② 社会実験登録事業者の登録状況について

合 計

（※免許の失効により303社(平成29年3月現在)あったうち4社が登録取消）
４

・社会実験の再実施について、平成29年5月に追加募集を行い新規登録事業者と
なった12社と既存の299社を併せた311社で平成29年8月１日から開始した。

・12月時点で社会実験の実施件数が１件にとどまっており、また、募集締切後に社会
実験に参加を希望する事業者があり、より多くの事例を収集するため、参加事業者の
追加募集を再度実施。これにより２月に１社を追加し、全体で312社となった。
引き続き、追加募集を継続する予定。



法人間売買取引社会実験再実施の準備措置内容

５

◆法人間売買取引の社会実験に参加する事業者の募集等
・法人間売買取引を手かげている宅建業者を追加募集

・これまでの登録事業者に再登録の確認

・業界団体に、その会員に対して法人間売買取引の社会実験に積極的に参

加を呼びかけるよう要請

・ポスターの作成などの周知

◆法人間売買取引の社会実験のスケジュール等
・法人間売買取引の社会実験は、準備措置等が整い次第、速やかに開始す

る（平成29年８月目途：１年間）

（参考）

１－③ 検証検討会「とりまとめ」（平成29年３月）概要



６

２．全登録事業者（312事業者）の属性



（N=311：信託銀行1行を除く。）

都道府県

知事

98%

（120,985社）

国土交通

大臣

2%

（2,431社）

【参考】全宅建業者

（N=123,416）※29.3時点

２ 免許の種類の割合 ＜その１＞
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２ 免許回次別の割合 ＜その2＞
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※H29.3時点

【参考】



所属団体（複数選択）

２ 所属団体の割合 ＜その3＞

９

63%

30%

5%

4%

3%

2%
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全宅連の各会員協会

全日本不動産協会
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全国住宅産業協会

(全住協)

不動産協会

所属団体

なし

198

94

16

8

5
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（N=312)



ＩＴ重説に用いる機器の種類（複数選択） ＩＴ重説に用いるソフトウェアの種類（複数選択）

※1 「その他」はSUUMO重要事項説明オンライン（リクルート）、LINE（LiNE）、appear.in
（Telenor Digital）、Web Ex Meeting Center（Cisco）、ＩＴショップ（アパマン
ショップ）等

（N=310：無回答2件を除く。）

（N=312)

２ 機器の種類等の割合 ＜その4＞

１０

96%

35%

32%

31%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

パソコン

タブレット

端末

テレビ会議

システム

スマート

フォン

298
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97
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48%

25%

14%

9%
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22%
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Skype
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（ブイキューブ）

Hangouts
（Google）

不動産業務IT支援サービス
（アットホーム）

その他※1

149

43

28

78

27

17

69



※1 Meeting PlazaやHOME’S LIVE等、IT重説で利用するソフトウェア内の、録画録音機能を利用する場合も含む。

（N=280：無回答1件を除く。）
※ 録画機器（カメラ等）以外で録画を取得するとした者（281件）の回答

映像・音声記録の管理方法（複数選択）

２ 映像・音声記録の管理方法の割合 ＜その5＞

１１

78%

67%

53%

46%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

ハードディスク

CD-R・DVD-W・BD

SDカード、
USBメモリー等

外部サービス

217

188

129

148



１２

３．社会実験の途中経過



３－① 法人間売買取引社会実験実施の概要

ＩＴ重説の実施の背景
・買主は長野県にあるＡ社が所有する土地の隣接地で建設業を営む会社であるが、資材置き場が遠いため、
当該土地を資材置き場として使用するために購入。

・Ａ社より重説を受けるためにＡ社の事務所のある神奈川県まで行くのが負担であるとの意向があったため、
Ａ社よりＩＴ重説の制度を紹介し実施した。

対象物件の概要（価額等）
・土地（585㎡）、価額は約100万円

法人間売買取引の社会実験の再実施期間におけるこれまでのIT重説実施数は１件だった。

本店所在地域／
免許権者

神奈川県／
神奈川県知事免許 店舗数 １事務所

社会実験への
参加状況

賃貸の仲介・代理 ２件
（H27.12、H28.1）

使用端末／
ソフトウェア

パソコン／
Ｓｋｙｐｅ

－社会実験を実施したＡ社の概要－

１３

ＩＴ重説の実施の概要
・ＩＴ重説は平成29年10月30日(月)18時～19時（休憩せずに実施）
・場所は神奈川県（売主）～長野県（買主）間で実施。
・取引態様は売主：宅地建物取引業者であるＡ社（神奈川県）、買主：建設業者（長野県）
・宅地建物取引士はＡ社の代表者



３－② 社会実験実施アンケート結果（説明の相手方） ＜その１＞

１４

過去に不動産取引において、重要事項
説明を受けた経験はありますか。
単一回答 （回答）

1 はい 〇

2 いいえ

IT重説を利用しようと思った動機はなん

ですか。動機のすべてを選んでくださ
い。
複数回答 （回答）

1
店舗まで行く負担（時間・費用）を節約でき
ると考えたから

〇

2
仕事や病気等のため、店舗に行くことが難
しいから

3 国外にいて、店舗に行くことが難しいから

4
取引の様子が録画・録音されてトラブル時

に活用できると聞いたから
5 その他（以下に具体的にご記入ください）

IT重説に用いた機器について、利用し
たものすべてを選択してください。
複数回答 （回答）

1 パソコン 〇

2 タブレット端末
3 スマートフォン

4 その他（以下に具体的にご記入ください）

IT重説に用いたインターネット回線につ
いて、利用したものすべてを選択してく

ださい。
複数回答 （回答）

1
固定ブロードバンド回線（ADSL回線、ケー
ブルテレビ回線、光回線等）

〇

2 LAN
3 移動体ブロードバンド（3G、LTE等）

4 Wi-Fi
5 その他（以下に具体的にご記入ください）

問1

問2

問3

問4

IT重説の実施前に、どの程度重要事項説
明書の内容を確認しましたか。
単一回答 （回答）

1 重要事項説明書を全て読んだ 〇
2 重要事項説明書の一部だけ読んだ
3 重要事項説明書に目を通していなかった

IT重説の前に重要事項説明書の内容を理
解することができましたか。
単一回答 （回答）

1 おおよそ理解できた 〇
2 一部の点を除いて理解できた
3 全体的に理解できなかった

IT重説を受ける前に物件の内覧をしました
か。
単一回答 （回答）

1 内覧した 〇
2 内覧しなかった

IT重説中において宅地建物取引士（以下
「取引士」という。）から宅地建物取引士証
（以下「取引士証」という。）の提示を受け
た時の状況について最もあてはまると思う
ものを選択してください。
単一回答 （回答）

1 取引士証の写真も文字も十分確認できた 〇

2
取引士証の写真や文字の一部が確認できな
かった

3
取引士証の写真も文字もほとんど確認できな
かった

問5

問6

問7

問8

説明の相手方アンケート（実施直後）



３－② 社会実験実施アンケート結果（説明の相手方） ＜その２＞

１５

取引士の説明内容を理解することができま
したか。
単一回答 （回答）

1 すべて理解できた 〇
2 ほぼ理解できた
3 一部理解できなかった
4 ほぼ理解できなかった
5 全く理解できなかった

IT重説中の取引士の説明は、聞き取りや
すかったですか。
単一回答 （回答）

1 全体を通じて十分に聞き取れた 〇
2 全体を通じてやや聞き取りにくかった
3 一部聞き取りにくい時があった
4 全体を通じて聞き取れなかった

IT重説中の取引士の表情やしぐさは確認
しやすかったですか。
単一回答 （回答）

1 確認しやすかった 〇
2 やや確認しにくかった
3 全体的に確認しにくかった
4 あまり取引士を見なかった

IT重説中にご自身の理解状況を、取引士
に伝えることができましたか。
単一回答 （回答）

1 随時、自ら十分に伝えることができた

2
取引士が説明の合間に理解状況を確認してく
れるので、十分に伝えることができた

〇

3 わからない点のみを伝えた

4
わからない点を取引士に伝えず、そのままに
したところがある

5 その他（以下に具体的にご記入ください）

問9

問10

問11

問12

IT重説中、取引士に対して質問しやすかっ
たですか。
単一回答 （回答）

1 質問しやすかった 〇
2 やや質問しにくかった
3 全く質問できなかった
4 質問をする必要がなかった

質問しやすかったのはなぜですか。あては
まると思うものすべてを選択してください。
複数回答 （回答）

1
説明内容が分かりづらいといった表情をしてい
ることに気付いてくれた上で、取引士がその
都度質問の有無を確認してくれたから

2
取引士のしぐさや表情がわかりやすかったた
め、質問のタイミングがわかりやすいから

〇

3 対面上感じる威圧感や緊張感がなかったから
4 その他（以下に具体的にご記入ください）

IT重説中の取引士による図面を用いた説
明はわかりやすかったですか。
単一回答 （回答）

1 全体的にわかりやすかった 〇
2 ややわかりにくかった
3 全体的にわかりにくかった

問13

問14

問15

説明の相手方アンケート（実施直後）



３－② 社会実験実施アンケート結果（説明の相手方） ＜その３＞

１６

説明がわかり易かったのはなぜですか。
あてはまると思うものすべてを選択してくだ
さい。
複数回答 （回答）

1
図面内の所々に名称の記載やマーク等があ
り、それら名称等を使って説明してもらったか
ら

〇

2
オンライン上で図面の確認やポイントができた
から

3 その他（以下に具体的にご記入ください）

IT重説中において、ご自身が図面に関す
る質問等をした時に、質問等はしやすかっ
たですか。
単一回答 （回答）

1
カメラを通して図面を指で示しながら質問等を
したが、上手く伝わった

2
図面番号を読み上げたりして上手く質問等が
できた

3
ソフトウェアなどで図面を示しながら上手く質
問等ができた

4 上手く伝わらなかった
5 図面に関する質問等をしなかった 〇
6 その他（以下に具体的にご記入ください）

重説にITを活用することで、便利だと感じ
た点はありますか。該当するものすべてを
選択してください。
複数回答 （回答）

1 店舗を訪問する必要がない点 〇
2 ソフトウェアなどを用いて図示しやすい点
3 対面上感じる威圧感や緊張感がない点
4 特にない
5 その他（以下に具体的にご記入ください）

問18

問16

問17

重説にITを活用することで、不便だと感じ
た点はありますか。該当するものすべて選
択してください。
複数回答 （回答）

1
説明の相手方と取引士の各々が見ている図
面について、同一のものかを確認しにくい点

〇

2
画面を意識的に見なければ、取引士の姿が
確認できない点

3
機器やシステムを使うための環境や知識がな
いと、準備等の負担が大きい点

4
身分証の提示など、個人情報を提示しなけれ
ばならない点

5 特にない
6 その他（以下に具体的にご記入ください）

IT重説と対面での重説を比べた時、どちら
の方が説明内容を理解しやすいと思いま
すか。
単一回答 （回答）

1
IT重説の方が対面での重説より、理解しやす
いと思う

2
IT重説の方が対面での重説より、比較的理解
しやすいと思う

3
IT重説と対面での重説の理解しやすさは、同
程度である

〇

4
対面での重説の方がIT重説より、比較的理解
しやすいと思う

5
対面での重説の方がIT重説より、理解しやす
いと思う

IT重説中に機器のトラブルはありました
か。
単一回答 （回答）

1 あった
2 なかった 〇

問19

問20

問21

説明の相手方アンケート（実施直後）



３－② 社会実験実施アンケート結果（説明の相手方） ＜その４＞

説明の相手方アンケート（実施直後）

１７

本取引後、重要事項説明時の説明内容と
齟齬があると感じた点はありましたか。
単一回答 （回答）

1 はい
2 いいえ 〇

本取引に係るトラブルはありましたか。あて
はまるもの1つをお選びください。
単一回答 （回答）

1 はい
2 いいえ 〇

問1

問2

説明の相手方アンケート（3ヵ月後）
IT重説中に機器以外トラブル又は苦情の
申出をしましたか。
単一回答 （回答）

1 した
2 しなかった 〇

次回の不動産取引において、IT重説を利
用したいと思いますか。
単一回答 （回答）

1 利用したい 〇
2 利用したくない
3 どちらでもない

なぜ、今後も利用したいと考えましたか。
該当するものすべて選択してください。
複数回答 （回答）

1 店舗に出向く負担がなくなるから 〇

2
IT活用によって、重説の内容がわかりやすい
と感じたから

3 IT活用によって、質問しやすいと感じたから
4 やりとりが録音・録画されるから
5 その他（以下に具体的にご記入ください）

今後、IT重説を実施する際に、取引士に求
める姿勢や態度はなにかありますか。該当
するものすべて選択してください。
複数回答 （回答）

1 機器等に関する知識を持って欲しい

2
カメラに資料を映す時や取引士自身が映る際
に、きちんと映るようにしてほしい

3 こちらのしぐさや表情を把握してほしい
4 説明や資料の示し方を工夫してほしい

問24

問25

問22

問23



３－③ 社会実験実施アンケート結果（宅地建物取引士）＜その１＞

宅地建物取引士（実施直後）

１８

今回のIT重説は、何回目になりますか。該
当するものひとつをお選びください（法人間
売買のみの回数で、賃借の社会実験の際
の回数は含みません）。
単一回答 （回答）

1 １回 〇
2 ２回
3 ３回
4 ４回以上

今回の主な取引形態について選択してく
ださい。
単一回答 （回答）

1 法人間売買 〇
2 法人間売買の仲介・代理

今回の主な取引形態は共同媒介ですか。
単一回答 （回答）

1 共同媒介である
2 共同媒介でない 〇

今回のITを活用した重要事項説明（以下
「IT重説」という。）を行った主な場所につ
いて、該当する選択肢を１つ選んでくださ
い。
単一回答 （回答）

1
説明の相手方と同一の都道府県内においてＩ
Ｔ重説を行った

2
説明の相手方とは異なる都道府県内におい
てＩＴ重説を行った

〇

3
説明の相手方とは異なる国においてＩＴ重説を
行った

問1

問2

問3

問4

今回の主な取引物件の種別について、

該当する選択肢を１つ選んでください。
単一回答 （回答）

1 土地のみ 〇
2 建物のみ

3 土地つき建物

今回のIT重説にかかった時間を、休憩

時間を除いて下記枠内に入力してくだ
さい。

また、複数回に分けて実施した場合

は、休憩時間を除いた総計の時間を入

力してください。
自由記述

1 60分

今回のIT重説に用いた機器について、

該当する選択肢すべてを選んでくださ
い。
複数回答 （回答）

1 パソコン 〇

2 タブレット端末

3 スマートフォン

4
その他（以下の欄に、具体的に入力くださ
い）

問6

問7

問5

（回答）



宅地建物取引士（実施直後）

１９

IT重説中の顧客の表情やしぐさは、画面を
通じて確認しやすかったですか。最もあて
はまると思うものを選んでください。
単一回答 （回答）

1 確認しやすかった 〇
2 やや確認しにくかった
3 全体的に確認しにくかった
4 あまり顧客を見ていなかった

IT重説中に説明の相手方の理解状況を確
認しましたか。最もあてはまると思うものを
選択してください。
単一回答 （回答）

1
説明の相手方が重説の内容について理解し
ていると言っていた

〇

2
説明の合間に説明の相手方に対して理解状
況を確認し、理解度合いを把握するようにした

3
特に質問がなかったので十分理解していると
判断した

4
説明の相手方から相当数の質問があったの
で、十分理解できたと考えている

5 その他（以下の欄に、具体的に入力ください）

問11

問12
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今回のIT重説に主に用いたソフトウェ

ア・サービスについて、該当する選択肢
を１つ選んでください。
単一回答 （回答）

1
ミーティングプラザ（NTTテクノクロス（旧社

名NTTアイティ））

2
LIFULLHOME'SLIVE（ライフル（旧社名ネク

スト））
3 不動産IT支援サービス(アットホーム)

4 V-CUBE（ブイキューブ）

5 Skype（Microsoft） 〇

6
カ．その他（以下の欄に、具体的に入力くだ

さい）

今回のIT重説に用いたインターネット回

線について、該当する選択肢すべてを

選んでください。
複数回答 （回答）

1
固定ブロードバンド回線（ADSL回線、ケー
ブルテレビ回線、光回線等）

〇

2 LAN
3 移動体ブロードバンド（3G、LTE等）

4 Wi-Fi

5
その他（以下の欄に、具体的に入力くださ
い）

IT重説中に説明の相手方の身分証を
確認した時の状況について、最もあて

はまると思うものを選択してください。
単一回答 （回答）

1 身分証の写真と文字が十分確認できた

2
身分証の写真や文字の一部が確認できな
かった

3
身分証の写真も文字もほとんど確認でき
なかった

4
IT重説の時点では身分証の確認をしてい
ない

〇

問9

問10

問8



宅地建物取引士（実施直後）

２０

IT重説中に、顧客の声が聞き取りにくいこ
とはありましたか。あてはまると思うものを
選択してください。
単一回答 （回答）

1 聞き取りにくいことはなかった 〇
2 聞き取りにくい場合があった

IT重説中に説明した図面等の資料につい
て、理解を得られたと思いますか。最もあ
てはまると思うものを選択してください。
単一回答 （回答）

1 全体的に理解を得られたと思う 〇

2
一部の理解状況は不明だが、おおむね理解を
得られたと思う

3 やや理解を得られなかったと思う
4 全体的に理解を得ることが難しかったと思う

なぜ理解を得られたと思いますか。該当す
ると思うものすべてを選んでください。
複数回答 （回答）

1 図面の説明自体が難しくなかったから 〇

2
図面内の所々に名称やマーク等があり、それ
ら名称等を使って説明したから

3
オンライン上で図面の確認やポイントを示しな
がら説明したから

4 その他（以下の欄に、具体的に入力ください）

問16

問17

問18

今回のIT重説について、対面と比べて特
に説明に時間を要した部分はありました
か。あてはまるもの１つを選択してくださ
い。また時間を要した部分があると回答さ
れた方は、どのような説明の箇所か、具体
的にご記入ください。
単一回答 （回答）

1 特に説明に時間を要した部分はなかった 〇

2
特に説明に時間を要した部分はあった（以下
に具体的にご記入ください）

今回のIT重説について、全体を通じて説明
がしやすかったですか。最もあてはまると
思うものを１つ選択してください。
単一回答 （回答）

1 全体を通じて説明しやすかった 〇
2 やや説明しにくかった
3 一部説明しにくい箇所があった
4 全体を通じて説明しにくかった

今回のIT重説について、説明内容が正しく
相手に伝わったと思いますか。最もあては
まると思うもの１つを選択してください。
単一回答 （回答）

1 全体を通じて十分に伝わったと思う 〇
2 全体を通じてやや伝わりにくかったと思う
3 一部通じていない箇所があったと思う
4 全体を通じて伝わりにくかったと思う

問13

問14

問15
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２１

宅地建物取引士（実施直後）

IT重説と対面での重説を比べてどちらの方
が説明の相手方から理解を得やすいと思
いましたか。該当するものを選択してくださ
い。
単一回答 （回答）

1
IT重説の方が対面での重説より、理解を得や
すいと思う

2
IT重説の方が対面での重説より、比較的理解
を得やすいと思う

3
IT重説と対面での重説の理解の得やすさは、
同程度である

〇

4
対面での重説の方がIT重説より、比較的理解
を得やすいと思う

5
対面での重説の方がIT重説より、理解を得や
すいと思う

IT重説と対面での重説を比べてどちらの方
が説明の相手方の理解状況を把握しやす
いと思いましたか。該当するものを選択し
てください。
単一回答 （回答）

1
IT重説の方が対面での重説より、把握しやす
いと思う

2
IT重説の方が対面での重説より、比較的把握
しやすいと思う

3
IT重説と対面での重説の把握しやすさは、同
程度である

〇

4
対面での重説の方がIT重説より、比較的把握
しやすいと思う

5
対面での重説の方がIT重説より、把握しやす
いと思う

問21

問22

説明対象の物件の特性を踏まえて、IT重
説を行うに当たり、特に準備したことはあり
ますか。あれば、その内容を具体的にご記
入ください。
単一回答 （回答）

1 特に準備はしなかった 〇

2
当該物件の説明用に準備したことがある。（以
下に具体的にご記入ください）

IT重説と対面での重説を比べてどちらの方
が説明しやすいと思いますか。該当するも
のを選択してください。
単一回答 （回答）

1
IT重説の方が対面での重説より、説明しやす
いと思う

2
IT重説の方が対面での重説より、比較的説明
しやすいと思う

3
IT重説と対面での重説の説明しやすさは、同
程度である

〇

4
対面での重説の方がIT重説より、比較的説明
しやすいと思う

5
対面での重説の方がIT重説より、説明しやす
いと思う

問19

問20
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２２

宅地建物取引士（実施直後）

本取引に係るトラブルや苦情はありま

したか。あてはまるもの1つをお選びく

ださい。
単一回答 （回答）

1 はい

2 いいえ 〇

本取引に係るトラブルの対応として、録

画・録音データを利用しましたか。

あてはまるもの1つをお選びください。
単一回答 （回答）

1 はい

2 いいえ 〇

録画・録音データを説明の相手方へ提

供しましたか。あてはまるもの１つをお

選びください。
単一回答 （回答）

1 はい

2 いいえ 〇

問1

問2

問3

IT重説中に機器のトラブルはありまし

たか。
単一回答 （回答）

1 あった

2 なかった 〇

IT重説中に機器以外のトラブルはあり

ましたか。
単一回答 （回答）

1 あった

2 なかった 〇

問23

問24

宅地建物取引士（3ヵ月後）

３－③ 社会実験実施アンケート結果（宅地建物取引士）＜その５＞


